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本校では、令和６・７年度 武蔵村山市「特色ある学校づくり推進校」として、生活科・

総合的な学習の時間を中心に「まちづくり学習」を進めてまいりました。その学習過程で

は、「習得」と「探究」のサイクルを回すことを意識し、サイクルがスムーズに回るように

ファシリテーションスキルを教師・児童ともに高めてきました。また、並行して協議され

ていた中央教育審議会の次期学習指導要領に向けた議論も注視し、先行実施できる部分は

教育課程に積極的に取り入れてきました。 

令和 6 年度には、午前５時間制に加えて１コマ４０分授業を設定し、それにより生まれ

た裁量的な時間を活かし、「個別の時間」をスタートさせました。裁量的な時間は、次期学

習指導要領の柔軟な教育課程編成の重点でもあり、各学校の実態等に応じた検討が必要と

なります。都内では「探究」に振り切ったところもありましたが、本校の全教員で話し合

った結果、学力向上に充てることにしました。しかし、詰め込み型の自習では「自立した

学習者」を育成することができないので、自分で学びを選択したり、調整したりしながら

「習得」を進める時間としています。 

令和７年度には、「個別の時間」や各教科等での「習得」を「探究」と結び付ける段階に

入りました。生活科・総合的な学習の時間を軸に、本物に出会（合）わせることを意識し

て学習を展開してきました。武蔵村山市というまちには、多くの学習材が詰まっています。

教師・児童は、まちの自然に触れるためにフィールドワークに出かけたり、まちの専門家

の方々をゲストティーチャーとしてお呼びしたりし、体験的な「まちづくり学習」を進め

てきました。 

このような教科横断的な「探究」を進めるに当たり、学年間の縦のつながりも大切にし

てきました。今年度から本校に開設された特別支援学級は、単学年での学級編制には人数

が達しておらず、低中高学年での複式学級で学んでいます。「探究」でもこの低中高の３つ

の集団で学ぶことで、特別支援学級の児童や教員もスムーズに入ることができています。

学年をまたがることによる児童の学びの化学反応、多くの教員が協働してつくり上げる単

元構成など、ここから生まれる教育効果は計り知れません。 

これまでの研究に当たり、株式会社ひとまち 代表取締役 ちょん せいこ 先生、武蔵野

大学 工学部 サステナビリティ/環境システム学科 学科長 白井 信雄 先生には、研究の

指針を示していただいた上、研修や協議会を活性化していただき、感謝申し上げます。ま

た、このような研究の機会を与えてくださいました武蔵村山市教育委員会の皆様に、厚く

御礼申し上げます。 


